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しています。 そういう意味で誇りと自信をも って, 日々の勉強はむろ







に, 私たちの研究も生活もっつまれています。 聖書の証しする神, イ
エス ・キリストにおいて私たちに救いを与えてくださる神, この神こ






げたいと思います。今日の私の話のキイ ・ ワードは 「見つけること」,
「見つけられること」, あるいは「発見すること」, 「発見されること」で
す。ザアカイという人が, イ ェス様によって, 発見されるのです。
当時評判のイ ェスという人物がェ リ コの町に来たと間いて, ザアカ
イのとった行動に注日してみましょう。「イ ェスがどんな人か見ようと
したが, 背が低かったので, 群衆に遮られて見ることができなかった。
それで, イ ェスを見るために,走つて先回りし, いちじく桑の木に登つ
た」(3,4節)。ここに二つの矛盾した動きが見られます。ザアカイはイ
エスを 「見たいと思つていた」, じじつ「見 よ う と し た」, そして 「見







うとする者が身を隠す, ここに, ザアカイの人生が, その矛盾したす
がたにおいて集約されていました。
なぜ,そんなふうに,求めながら隠れなければならなかったのでしょ





背景に, 納めるぺき額以上のものを同胞から取り立て, 私腹をこや し
ていたと言われています。 したがってュダヤの民衆にと って, 彼らは
異教徒の支配者の手先であり, 汚れた背教者であり, 7節にあるように
「罪深い男」であり, また9節にあるように, 「アプラハムの子」, つ ま
り仲間と見なされていなかったのです。 彼らはその職業のゆえに, 社
会的な交わりから, それゆえ宗教的交わりからも除外されていたので
す。ち ょ う ど, イ ェスを見たくて前に出ようとしたザアカイが 「群衆






人 も い る と い う こ と ( マ タ イ 9 章 9 節 以 下 ) を 耳 に していたことは間





イ ェスが近づいてこられます。「イ ェスはェ リ コに入り, 町を通つて
おられた。 ……そこを通り過ぎようとしてぉられた……。 イ ェスはそ
の場所にくると, 上を見上げて言われた。 ザアカイ, 急いで降りてき
な さ い。今日は, ぜひあなたの家に泊まりたい」 (4,5節)。イ ェスが近
づいてこられます。 イ ェスはほかでもない, ザアカイのところに, 彼
を日指して近づいてこられたのです。 いちじく桑の木の中の彼のほう
に。ザアカイはいまその隠れの中から呼び出されます。「ザアカイよ」,










カイを, そ う 語 りっつ, そのあるがままに, つまりその矛盾のままに,
その苦悩のままに受け入れ, 交わりを与えてくださいます。 ザアカイ
は発見されたのです。ザアカイは, 「急いで」いちじく桑の木から降り
てきて, そして 「喜んで」 イ ェスを迎えたと, 6節にあります。「急い









こでは 「費しい人々」 です。 そして彼らとの関わりの中にある自分を
発見します。 彼は罪の告白をします。 彼の念頭には旧約聖書に定めら
れた償いの規定のことがありました。「だまし取る」というのは, 旧約
では, 貧しい者たち, 寡婦や孤児をしいたげる, 力づくでだまし取る
という特定の意味をも った言葉でした。 つまり彼は, 自分の生活がそ
のような仕方で成り立つていることを, 自分はそのような者であるこ





























引いて, あの事件以前に戻りたいというのは間違つている, ア メ リ カ
社会で優位に立つている私たちは, あの事件以前のふつうの生活にも
どればいいのではない, むしろ 「社会の隅々にある 1賞困の現実に注意








ち人間を今日も探しておられるのは, イ ェ ス ・キリストの神です。 こ
の世界にあって, 神を信じて新しい生き方をしていくために, 私たち
を探しているのです。キリスト教学科に学びはじめたことは, 皆さん
も神様によって発見されたことだというようであってほしいですね。
いや, たしかに, 皆さんは発見されたのです。今や私たちの課題は神
の限差しの中にある自分を発見し, 他者との関係の中で真実の生き方
を求めつつ, 神を証しすることです。
(2002年4月15日 ラーハウザ一記念礼拝堂)
